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略歴 

1997 名古屋大学 工学研究科 結晶材料工学専攻 博士課程 修了 

1997 島根大学 総合理工学部 物質科学科 助手 

2004 大阪大学 超高圧電子顕微鏡センター 助手/助教 

2008 大阪大学 超高圧電子顕微鏡センター 准教授 

沖縄科学技術研究基盤整備機構・客員研究員(併任，2009 年 5 月～2010 年 2 月) 

2012 島根大学 総合理工学部 物質科学科 准教授 

2018 島根大学 学術研究院 理工学系 准教授 

2019 島根大学 学術研究院 理工学系 教授 

 

研究内容 

透過電子顕微鏡法を駆使した，材料中のナノ組織（特に，結晶格子欠陥）の構造とダ

イナミクスの研究。次世代たたらプロジェクトでは，極限環境における金属材料の変

形・破壊過程を原子～ナノレベルで明らかにし，プロセスへフィードバックする。 
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